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碧碧
海海
台台
地地
のの
東東
のの
端端
にに
位位
置置
すす
るる
ここ
のの

場場
所所
にに
「「
高高
木木
城城
跡跡
」」
のの
石石
碑碑
がが
建建
っっ
てて

いい
まま
すす
。。
そそ
のの
西西
側側
のの
やや
ぶぶ
のの
一一
帯帯
がが
かか

つつ
てて
のの
館館や

か
た

跡跡
とと
考考
ええ
らら
れれ
まま
すす
。。
範範
囲囲
なな

あ
と

どど
はは
はは
っっ
きき
りり
しし
てて
いい
まま
せせ
んん
がが
、、
そそ
のの

名名
残残
とと
考考
ええ
らら
れれ
るる
館館
守守
りり
のの
おお
地地
蔵蔵
ささ

んん
がが
城城
跡跡
のの
角角
にに
残残
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

高高
木木
のの
地地
域域
とと
高高
木木
氏氏
のの
関関
係係
はは
鎌鎌
倉倉

時時
代代
、、
鳥鳥
羽羽
天天
皇皇
のの
皇皇
女女
のの
蔵蔵
人人（（
官官
職職

く
ろ 
う
ど

のの
一一
種種
））でで
ああ
っっ
たた
高高
木木
信信
光光
とと
いい
うう
人人

がが
、、
ここ
のの
地地

にに
田田
地地（（
名名み

ょ
う

田田
））をを
所所
有有

で
んしし

てて
いい
たた
ここ

とと
かか
らら
始始
まま

りり
まま
すす
。。
時時
代代
はは
移移
りり
変変
わわ
りり
、、
室室
町町
時時

代代
、、
そそ
のの
子子
孫孫
にに
ああ
たた
るる
高高
木木
宣宣
光光
がが
ここ

のの
高高
木木
にに
移移
りり
住住
みみ
、、
そそ
のの
子子
、、
清清
秀秀
はは
、、

後後
のの
江江
戸戸
幕幕
府府
創創
業業
にに
功功
績績
をを
立立
てて
たた
１１６６

人人
のの
武武
将将
「「
徳徳
川川
十十
六六
神神し
ん

将将
」」
のの
一一
人人
とと

し
ょ
う

ささ
れれ
るる
人人
物物
でで
すす
。。

１１
５５
６６
３３
年年
、、
三三
河河
一一
向向
一一
揆揆
がが
起起
ここ

りり
、、
松松
平平
家家
康康（（
後後
のの
徳徳
川川
家家
康康
））はは
苦苦
戦戦

をを
強強
いい
らら
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
ここ
のの
ここ
ろろ
清清

秀秀
はは
刈刈
谷谷
城城
主主
水水
野野
信信
元元
にに
仕仕
ええ
てて
おお
りり
、、

信信
元元
はは
家家
康康
をを
救救
援援
すす
るる
たた
めめ
にに
出出
陣陣
しし
、、

ここ
れれ
にに
従従
っっ
たた
清清
秀秀
もも
戦戦
功功
をを
ああ
げげ
まま
しし

たた
。。
ここ
のの
たた
めめ
清清
秀秀
はは
、、
高高
木木
氏氏
のの
先先
祖祖

がが
かか
つつ
てて
持持
っっ
てて
いい
たた
高高
木木
のの
田田
地地（（
名名

田田
））をを
家家
康康
かか
らら
与与
ええ
らら
れれ
たた
そそ
うう
でで
すす
。。

★
安城東部
小学校

高木城跡

大岡町

主要地
方道岡

崎半田
線

高高木木城城跡跡（（高高木木氏氏発発祥祥のの地地））
その３２

今月の案内人
濱嶋 守さん（高木町）
はま じま

そそ
のの
後後
、、
１１
５５
８８
２２
年年
のの
本本
能能
寺寺
のの
変変

のの
後後
、、
織織
田田
氏氏
をを
離離
れれ
てて
家家
康康
のの
家家
臣臣
にに

なな
りり
、、
千千
石石
のの
知知
行行
をを
もも
らら
いい
まま
しし
たた
。。

１１
５５
８８
４４
年年
、、
清清
秀秀
はは
小小
牧牧
長長
久久
手手
のの
合合

戦戦
にに
もも
出出
陣陣
しし
、、
軍軍
監監
とと
しし
てて
活活
躍躍
しし
まま

しし
たた
。。
高高
木木
町町
内内
会会
にに
はは
、、
清清
秀秀
がが
ここ
のの

小小
牧牧
長長
久久
手手

のの
合合
戦戦
のの
際際

にに
身身
にに
付付
けけ

たた
陣陣
羽羽
織織
とと

ささ
れれ
るる
もも
のの

がが
残残
っっ
てて
いい

まま
すす
。。

戦戦
国国
のの
習習
いい
とと
はは
いい
ええ
、、
清清
秀秀
はは
水水
野野
、、

織織
田田
、、
徳徳
川川
とと
そそ
のの
主主
をを
変変
ええ
つつ
つつ
もも
、、

たた
くく
まま
しし
くく
生生
きき
抜抜
きき
まま
しし
たた
。。
戦戦
いい
振振

りり
がが
優優
れれ
てて
いい
たた
よよ
うう
でで
、、
姉姉
川川
のの
合合
戦戦

やや
長長
篠篠
のの
合合
戦戦
なな
どど
、、
常常
にに
一一
番番
槍槍
のの
武武

や
り

勇勇
をを
ああ
げげ
てて
世世
にに
知知
らら
れれ
、、
作作
戦戦
参参
謀謀
とと

しし
てて
もも
優優
れれ
、、
徳徳
川川
十十
六六
神神
将将
とと
しし
てて
顕顕

彰彰
ささ
れれ
たた
のの
でで
すす
。。
高高
木木
のの
地地
はは
、、
江江
戸戸

幕幕
府府
創創
業業
のの
立立
役役
者者
のの
故故
郷郷
なな
のの
でで
すす
。。

妙妙源寺源寺（岡崎市）（岡崎市）にに
ある高木清秀の墓ある高木清秀の墓 陣羽織陣羽織
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